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 新型コロナはようやく沈静化してきたが、その裏で「サル痘」なる病気が、じんわりと

広がり始めている。先月初旬から、北米と西ヨーロッパを中心に患者が増え続けており、

累計で 1200人を超えている。サル痘ウイルスという、天然痘ウイルスの親戚による感染症

だ。初期には発熱、倦怠感、リンパ節の腫れなどの症状が見られ、その後は大豆ほどの大

きさの発疹が顔、手、体幹などに生じてくる。 

 中央アフリカや西アフリカの風土病だが、ウイルスは 1958 年にデンマークで発見され

た。ポリオワクチンの研究のために飼われていたサルが、天然痘のような症状で次々と死

んだことから発見に至ったのである。 

 先進国では、流行地に滞在した人が帰国後に発病することがまれにあったが、これほど

の患者が、同時に、かつ広域に、発生したことはない。そのため某国によるバイオテロで

はないか、という噂がネットで流れたりしている。だが、その可能性は低いだろう。 

というのも、サル痘は感染力が弱いうえに重症化のリスクも低く、テロに使うにしては効

率が低すぎるからである。接触感染が主であるため、医療従事者などでない限り、感染の

心配はほとんどない。致死率は、アフリカでは子供を中心に 10％程度といわれているもの

の、先進国ではいまのところ 1 人も死んでいない。それに発疹もさほど酷くない。ネット

上のサル痘の記事を見ると、全身が大粒の発疹で覆われた、悲惨な患者の写真が必ず出て

くる。それらの大半は、実はサル痘ではなく、天然痘患者の写真である。サル痘では、多

くの場合、発疹は全身でせいぜい 20個程度までである。それにアバタが残る心配もほとん

どない。 

 日本では 4 類感染症（全数報告）に指定されており、患者は自宅療養も可能だ（ただし

タオルや寝具を共有しないなどの注意が必要）。全治には数週間を要する。 

 テロという点では、世界の研究者たちが恐れているのは、ラクダ痘（ラクダの天然痘）

のほうだ。ラクダ痘ウイルスは、人の天然痘ウイルスともっとも近いウイルスなのである。 

 いや待て、サルの方がラクダより人間に近いではないか──。そんな声が聞こえてきそ

うだが、サル痘ウイルスは、本来はげっ歯類、つまりネズミなどを宿主にしているらしい。

たまたま不運なサルからウイルスが発見されたため、「サル」と命名されたに過ぎない。 

「種痘」廃止の影響か 

 ラクダ痘は中東を中心に、ラクダがよくかかる病気として知られている。中東では、実

に 4000万頭のラクダが飼われている。しかしラクダ飼いたちをいくら検査しても、陽性反

応が出てこない。そのためラクダ痘は人には感染しないと言われてきた。ところが 2011年、

インドでラクダ痘感染者が 3 人確認された。症状は軽く、手や指に水疱やかさぶたができ

た程度だが、ともかくもラクダ痘が人にも感染することが確認されたのである。 

 01 年の 9.11 テロの後、当時のブッシュ政権が大慌てで「希望する国民全員に種痘を行

う」と宣言した背景には、ラクダ痘に対する懸念もあったから、といわれている。という

のも、以前からイラクでラクダ痘の研究が行われていたからである。もちろんイラクでも

ラクダは大事な家畜だから、その病気を研究するのは当たり前。だがテロ直後のアメリカ

には、そんな冷静な判断をする余裕すらなかったのかもしれない。 

しかし確かにラクダ痘ウイルスは、うまく改良できればバイオテロにうってつけだろう。



もともと天然痘ウイルスとよく似ているの

だから、人への感染力を高め、毒性を上げ

るのは、さほど難しくないのではないか。 

 天然痘は感染力が強く、致死率が 20～

50％にも達する、人類史上最悪の感染症の

ひとつだった。幸いにして、世界中で種痘

が実施された結果、1970年代までに根絶し

たが、そのため現在 40代以下の人たちは種

痘を受けていない。感染力と致死率を高め

た改良型ラクダ痘ウイルスがまかれたら、

世界が大混乱に陥ること必至である。 

 もちろん空想に過ぎない。ただ今回のサ

ル痘騒動も、実は種痘が廃止されたことが影響しているらしい。アフリカ現地での研究に

よれば、サル痘の重症者の平均年齢は、1980 年代には 4～5 歳だったのが、2000 年代には

10 歳に上がり、10 年以降は 20 歳に達しているという。つまり、種痘を受けていない世代

の年齢が上がった結果、サル痘患者の平均年齢も上がってきているのである。日本も他人

事ではない。いま 46歳以下の人の大半は、種痘を受けていないから、サル痘への抵抗力を

持っていない。うまく水際で防ぐことが肝要だろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


